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In the accident in Fukushima Daiichi nuclear power station of Tokyo Electric Power Co. (TEPCO) in 2011, 
large amount of radioactive materials was released into the environment and wide forest around Fukushima 
Prefecture was contaminated. Air dose rates in Fukushima Prefecture remains high and decontamination works in 
residential area and forest near residential area have been conducted. For efficient decontamination in forest, it is 
important to estimate contribution from contaminated forest region to air dose rates. In this paper, to investigate 
the effect of decontamination applied in forest, we estimate air dose rates from radiation sources in deposited in 
forest by solving Boltzmann transport equation with Monte Carlo methods. Comparing the calculation results with 
the data reported, we confirmed the application of present calculation procedure is useful to estimate 














































































































20cm，樹高 15m，樹高部直径 8cm，密度 0.4g/cm3
（成分はセルロース）で 1 本の木をモデル化し，
森林内の木の配置は立木密度から 1 辺 2.6m の正
方格子中央に格子状に配置した。また，1 辺 1.6m
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ヨウ素 131（131I，半減期 8.04 日），そして，セシ



























環境省第 4 回環境回復検討会の文献 2 および文















0~0.2m に 50%，地上高 0.2m~7m に 0%，地上高
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(1)式において，  , , ,r E t  は時刻 t，位置 rにお
ける，エネルギー E をもち，単位ベクトル の方
向に放出される光子の角度フラックス，
 , , ,S r E t は時刻 t，位置 rにおける，エネルギ
ー E をもち，単位ベクトル の方向に放出される
放射線の線源強度，そして，  t ,r E  はエネルギ
ー E の粒子に対する位置 r における巨視全断面
積，  s , ,r E E      は運動エネルギー E





137Cs の空間分布（2.3 節を参照）と 137Cs から放
出されるγ線のエネルギースペクトルを線源デ
ータ  , , ,S r E t として与える。線源強度は時間的
に一定，放出方向は空間的に等方と考え，空間線
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  図 2  森林内高さ方向の空間線量率 
 





き 0.17μSv /h である。 
事故時の川内村スギ林に沈着した 137Cs と 134Cs 






と 134Cs をあわせた放射能濃度が 138 万 Bq/ m2 の
場合に換算すると，137Cs と 134Cs の放射能濃度は





図 3 は，地上高 7m の空間線量率に規格した，
林床線源分布および林床樹冠線源分布に関する
高さ方向の空間線量率の変化をスギ林内の実測
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地上高 [m]  
図 3  地上高 7m の空間線量率に規格した場合 
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100 %D DS D
    (2) 
地表の 137Cs の放射能濃度が 10 万 Bq/m2 場合の





















































に示す 1 辺 520m 正方形の森林の中央に，図 6 の
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図 6  森林内の広場（点線内の領域）と除染範 
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図 6  森林内の広場（点線内の領域）と除染範 
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広場中央からの距離 [m]  








































広場中央からの距離 [m]  







































図 1b および 1c にようにモデル化を行い，1 辺
520m の正方形の森林領域とその領域に隣接する
1 辺 500m の正方形の居住地を仮定した。 




から 5m までに急減するが，5m 以上では，空間線
量率は林縁からの距離ともに緩やかに減少し，
0.05μSv/h～0.02μSv/h となり林縁での値の約 1/3～









図 10a（図 10b）は，斜度 0 度の森林における，














































林縁からの距離 [m]  













































林縁からの距離 [m]  















































林縁からの距離 [m]  










































林縁からの距離 [m]  
図 10b  林床樹冠線源分布における斜度 0 度 
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林縁からの距離 [m]  










































林縁からの距離 [m]  
図 10b  林床樹冠線源分布における斜度 0 度 
































































































量率は，林縁から 5m の位置で 0.052μSv/h
































































































図 11b において，斜度 20 度の場合の林縁から
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30m 以内の住宅地では 0.02μSv/h 程度まで減少し
ている。 
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図 15a 林床線源分布における隣接居住地森林境 











































林縁からの除染範囲 [m]  
図 15b 林床樹冠線源分布における隣接居住地森 




さ 1m の空間線量率に対する半径 20m の範囲から


















































林縁からの距離 [m]  
図 16a  林床線源分布における隣接居住地森林境 












































林縁からの距離 [m]  




















からのためである。図には斜度が 0 度と 20 度の
場合について示してあるが，前述したように，斜
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図 16a  林床線源分布における隣接居住地森林境 
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からのためである。図には斜度が 0 度と 20 度の
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図 17a  林床線源分布における隣接居住地森林境 



















































立木密度 2000 本/ha で平均樹高 15m，平均直径
20cm の森林を正方格子状にモデル化した場合，
④樹木がさらに密生し立木密度 33376 本/ha，平均

















































































































































推定について”，平成 24 年 5 月. 
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